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原料炭田周辺の地質学的総合研究

～春江山周辺地域～

最近の工業の著しい発展は皿ネルギｰ鞍源おしてわ

石炭の地位を石油悠ゆず獺恕あはい免製鉄用の原料炭

に関しては今後需周茄襲す蜜攻増大する傾剛蔓ある｡

ζのような見地から原料炭(弱粘結炭)の生産熔つい

て国内需用をみ恕す錯カが関係各方薗懇恋慈れている.

そのあらわれの器つとレで聯鴫瞬度を初年魔をする

噸糟鑓(弱糖繕巌)巌鰯開発鐘磯鰯劃湾抑劣年計

画で石炭局1忍よ惨で実施されている､

地質調査所恋も看炭局締関係機関を協力連はいして

昭和39年度から順料巌鰯燭遡⑳飽欝撃飾総合駁究J

を工業技術院の特別研究として実施し先の石炭局詩圃

の先駆的役割リをは愁衣蕊あも悠伏在する炭閾の調査

技術の向上熔つ髪めて慧怒､

本調査地域の調査は蝦和蝦年度の屈折法による地震

第王譲地質総婿議

櫨尉芳郎1原料炭グルｰプ

探査をもって終了したので結果をとり蛮とめ紹介し危

いと思い嘆す山最終的終は試すいによる炭層の確認

凄で計輿巻れてい花カ婁予算の都合で実現をみなかった

ことは裏ことに残念であった｡

新

窮

紀

I音江山地域⑳地質

本地域は看狩炭田の最北端に位置し炭田のほぼ中

央に南北紀走る空知背斜構造の軸部潟よび東翼部の北方

題擾部紀あ花る苗地域内の地質については纂万分の

五ザ歌志内J図幅にくわしい.

錦夏表の地質系統中石狩層鮮登川層から糞瞭層までは

炭閏金牌悠わたり地層の遺跡が可能でその対比紀つい

て問題はないが上半部の地層とくに高根層1頼城

層熔ついては種冷間題が指摘されている.こζでは

この閥麗紀ふれず幾寮別層として一括しておく,

本地城で調査上の問題は音江山1イルムケップ山を

構成している第四紀火山砦類とその騨腰岩篤よび山麓

部に広く分荷している新第三紀鮮新微の滝川層とに広

くおおわれていることである｡この化め赤闘の派川

および須麻馬内川上流に看狩層鮮の一貴とみられる地層

が露出しまた地質状況からも宥狩層灘の伏在か推測

されているにもかかわらず積極的な調査がなされてい

溶い現状でありた.

皿地麗潔査か魯の結果

本地域の調査は被覆岩層下の看狩層灘の実態把握と

いう特種条件のため調査の事段は地震探査を主体は

して行なわれた.探養は字部興産株式会社紀講魚と�
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筋夏鰯錐嬢欝簸敬鰻縞よび欝麓カ綴鰯(鐙功.⑪)

蓋～鮒飽麗擦養測灘

して出され当初計画忙若干の変更をみなからも実施さ

れた年漢1側線位置および方法は次のとおりである.

聯鯛蝉度新城蘭部劇練(笈敏湊)

婿秘O隼麓新蛾北部測線(反射法)

醐秘峰魔蓄拡ぬ繭部測糠(反勅法)

昭秘2年麓音江山測線(屈折法)

昭和39年度誼40年魔実施分については地質ニュ

ｰス則号(螂⑧)樽紹介されているのでここでは

黄江山測線(屈折法)の緕果を中心に紹介し必要

績麻じて反射法による結果に言及したいと思います.

地蟹波速度

遡震波速度は看狩炭団で従来?層に分層され

炭閏肉での鋤震探義解析の基準と抵っている.そ

れ1は鳶と篤鵬系嘆花は新第三系の上部は王令400

～W⑪⑪独/蹴⑱地震波速度を滝川層土部は五,800

～凄,000瓢/竃竃簑瀦董:〃…層萎下着欧ま隻,夏00～葱,400撤/慧堂｡

幌陶層は慧事弩OO～竃呈轟00肌/蹴看狩層群は3,逆00

～鍋00鮫/鱗潟漢ぴ4茸200～遂葦嬢00獺/蹴基盤岩類

はδ,000～餐呈700鰍/鰯⑳速度をもっている､

本地域菊は地震波速慶絶よ"層終分属窪れ

それらは次⑳ぷ雪稼特徴をもりている.

鶏鰯㌘00臓/鑓の地震波速度を有しその速度か

ら表土層あるいは風化層をも解釈される｡層

厚は騒～3腕をなゆ芯いる壇

雛綴三雲鋤～蟻皐230狐ノ蹴の速度をもち新第三系

滝川層あるいは一部第四系の蛸層と解釈される.

本遠度層は側線中央部でや希薄く五色890～エ星960

剛/蹴&低速度を示すが南部では2,080節/蹴

北部では2量230鰍/蜘の速度を示す.構造的

には逐次北に筒かって下降する傾向を示して

いる苗層厚は醐搬前後と溶ゆている｡本

属と下位の速度層(第3層)との関係は上下

の相互関係から不整合闘係で撰するものと推定

⑳

測灘の敬蟹を蜜ぬ義

ζ鰯勲級蹄麓渕綴)

働

潮線五刈払搾薬抽お義

(鰯瀬狽寧麓預1臓)�
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簸蒙鰯

驚狂凶獺新曲災射濃鯖果瀞臨鰯

される｡

第る鰯3亘150～4星040獺/蹴の速度を有しζの漣度

から吉籍三系看狩層灘の上半部に相当する帝

本遠度層は側線串央部付近で南北両部紀此し

て20%増しの高い速度を赤し層厚も薄く怒り

ている.この窺象は弗央部か火成岩の謎入を

受けているか裏だそれ紀ともなう熱変質作用

を受けたものか明瞭でない添いずれ熔せぷ地

質的変動に趨顕するものお考えられる｡

層厚は南部搬⑪0鮒中央部で裏00加前後を

示し北部では北虹肉かって急激怒厚さを増し

北端遊くで?⑪o㎜前後の層厚紀蓬する.

窮4綴4睾200～4壷800遡/螂の速度を有しその速度

から地質醐ζ吉第三系看狩層灘の下半部および

先方篤三系の岩層の一部&も推定巷れる｡本

属の速度および層厚変化は上調籍纂層の特徴

と慧わめてよく類似しとく紀速度に関して串

⑳

繁鐙鍵蜜鰯籔瞭蕊

央部は繭北南部の基盤砦類の速度紀匹敵す蕃こ

おから欝亭綴で指摘し花と同様⑳胞質現象秘

推察される曲層厚紀りいては串央鶴で嬢も

薄く掘晦前後南北両部熔次篤陰厚養を糟し

?⑪⑪滋前後記濠する､

鏑餐綴遂葦蟹⑪⑪～餐苛遂0⑪鮫/蹴の速度を有し貞璽系の

函淵層灘1上部蝦夷層灘あるいは先自堕系の禅

屠宵薄変成岩類抵&の基盤砦類あ携測巻れる自

解析縞剰はると本層はその速度から遂､800

～遂事馳⑪搬/竃鑓おぷぴδ､160～餐茗猫｡滋/鑓｡⑳獲

つの速度帯腔分はられるものと考免られる､

ζの纂つの速度帯が白亜系と究白亜系との速度

差虹よるものかあるいは第3層1第4層と

同様の地質現象に起因するものか適確な資料

添なくその関連性紀ついて判然あし泣い､

働

鰯滋鱗緒竃聰灘録簸

欝戴蝿嬢欝鱗鐘騒

飽鍵滋遠嬢麦反射爾念の闘編

上記昔江凶側線での各速度綴とすで紀実施した反射

測線の反射薗との相互関係を知るために音江山測線の

一部に反射法による探査が実施密れている｡

この解析結果から反射繭㌶叱菱潟よびむ竃の蟻つ

の層準は屈折法による欝曇1篤遂潟よび第餐層の上限�
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第3図鑑盤等深度線図

に対比されL{層準の反射面は錦慧遠度層中の不連

続面からの反射と考えられている.また反射記録か

ら算定した平均速度と深度との関係およびこれらから

導かれる反射走時と深度&の関係はそれぞれ吟醸され

音江山測線&音江山南部測線では深度の補正はほとん

働

⑳

鰯徽溺灘駿灘鰯樽麟閥

ζ鰯靴畿鎌灘翻線鋤

といら扱いが新城南北両側線では

最高30⑪鮫の補正が必要である.

錐鍵地下轄遺

新第三系滝川層の基底は北海東一

南海贋方向の走胸を持ち緩い傾斜を

もって北方樽落ち込む構造と考えられ

る｡芯の主構造申に次の諸構造が認

められる.

りヒ部では走向北々東一南冷酒傾斜10

～工5度をもって北酉ぽ落ち込む単斜構造

1新城北部で醐ヒ剛ζ説降する向斜構造

1新城付近で東方より1洲出し西方に向

が欄て沈降す茎背斜構造

1屈折潮線と新城南部灘線との交点付近の

盤状構造

などで本墓遼1と看狩層離基底は北

都において直交し繭部紀おいて斜

交あるいは逆筒ずる相関性を示してい

る.ζれは潮順と看狩層群か傾

斜不整合をもって接していることの証

明となっている｡

石狩層離基底の全般的傾向は側線

(屈折法)串央部新城付近に潜在する

隆起構造を幸心として南側にゆるく下降しゆるやか

な筒斜状構造をへて南端部で再び上昇している.北側

には急激に下降し北端部経筒かって下降度を増してい

る.すなわち中央部を鋤とした複背斜状構造がよみと

れる.

新城北部測線の地下構遺は並記屈折法測線登軸娑す

る痢斜状構造を示修鷲鴻羅の燦側はゆ篇慧担昇し�
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その西側はゆるやか恋背向斜を繰返しな秘らイルムケジ

プ山側に上昇する傾向がよみをられる｡

新城南部測線および音江{南部測線では東導部(新

城南部測線)では先の新城北部測線の地下構造登1鮎

んど同じであるが西半部(音江山南部測線)の東側湾

上昇から下降1こ移る背斜構造と匁ゆ慈らに顕側終は

吉田沢断層と平岸断層にはさ裏れて地溝状の筒斜構造

が認められている｡

以上の全体的構造の申に北部地裁では北西方肉の断

層カミ南部地域西側ではほぼ南北方陶の断層か顕著に

表現されている｡この地域の篤31欝媛速度層お攻ぴ

第5層の上限深度は屈折側線北端の鍛深部恐鰯郷睦

1言1⑪0㎜潟よび至茗?O⑪搬中央部の最濃部芯⑩滋吋郷獺

および65腕前後側線繭部で拙晦嚇晦おぷび

夏､100m前後を爺じている｡東西方向の各上限深度は

西側(音江山南部測線)で醐泌1エ岳00⑪独および

2,000㎜中央部で⑪鰍1遂00鰍および五岳000醐前後

東側で50㎜1250㎜および750蘭前後と救っている,

石狩層鮮相当層の第藪層および第4層の層厚は南北

方向側線で北部では?⑪O肌および700倣中央部で20⑪皿

抽ぷぴ遂馳搬南部で400脳および700卿となりている｡

層摩褒化物僚陶&しでは篤曇層の土部秘不整含で削剥

巻れてい蕃ので錦遂層の摩き淋南北方肉の層厚変化を

表細じているもの差誇免る､

皿地鷺撚況から⑳驚察

本調査地域の南側の地質状況垂屍ると調査の主対象

である石狩層灘は最下部の登川層から最上部の芦別属

凄でか露出している｡これらの地層の層厚1岩質およ

び地質構造から地震擦査との関連をのべる｡

地鰯探査繕纂のまをめ

速度層･反射面潟よび推定される地質系統な碁整理す

ると次のとおりである.

綴爆荷狩層灘の層厚を赤軍地匿から大谷派地区

を､て残金地区護で列記する&次のぶ簑紀扱る.

速度層速度狐/SeC反射面構定地質系繊

第互層700則ノ蹴風化層

纐狐瓢二/滝川層

一L1一(不整合)

第3層11111二1:1鴛1/看狩馳鵜

一L2一

策4層1::l1二1醐11:/看狩麟中串確

一L3一

策5層11:;1二111111)｡如･鷹､/鷺

地層籍赤軍飽区犬谷派幽匿戴金地区

11除蔓ト薬1/一割蝸

申繕/簑潰篇鴛鮒11鴛ト1伽1簑意/徽

上階鵬盲j鴛測鰯鰍111簑/･!･･叫靱1醐･

馳階/罵篤二鴛二

く受けて堆積したζ怨を暗示している曲

中隊潟よび上階の地層の層厚は東側差金地区が厚く

なっているほか比較的安麓している､

讃蟹看猪層灘⑳綴庸の串滞

ある穣度⑳厚慈を愁一一

｡ぶ〔工｢薫1τ…ギ汽τ㎞マ蔦;軍ココ簑監由､珂,哺

1;;亭いll

饒榊榊一一鮒打!一一一一醐岬舳一一一一秘事議一一睡鮒舳一一一椚

第4図音江凶溺灘(綴新灘)�
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繁§図新城北部測艦(反射漆)

↓第6図音江山繭部測線および新蛾潮部劇

練(反射漆)

義宇二々

町旧畷欄!彊!!J1艀理柄糊欄賦工

.∴㌔～二汁_レ聾鼻,

唾㌫二㍍∵

へrへ㎞

ド､

｢㌔}……

㌔硅喜一

㌃

淵鮒

つ岩相の縦の変化をみると登川層は砂岩1砂質泥岩1

泥岩の互層幌カ鯛ij層ば暗灰色無層理シルト砦夕張層

は細粒～中粒砂岩を圭をし泥岩や炭層を撚んでいる司

著鍋層は下半部随細粒砂岩と泥砦の互層悠巌綴を挟

み上平部虹灰色～暗炭色の泥岩を主として中粒砂岩層

を局部的に挟む凄層からなっている.薬瞭糧は砂岩

1泥岩の厚い互層把炭層を挾んでいる.赤平層は下

倖から泥岩1砂岩1泥岩および泥岩に炭層を撚む｡幾

泰別層は砂岩を主とし炭層を撚む下半部と泥砦を主と

し炭層を撚む上半部とに分けられる､

平岸層および芦別層は砂泥砦の左層からなる曲

速度層計算の基礎と扱っている仮定は

i)鋤層の速度はその深さ秘増すほ葵増加する

2)飽鰯肉の物質はすべての方陶紀対して響い噛度登もりて

いること

3)地層はかな1)の厚さをもっていること

遂)鈎層間の境界は平面であること

在ぎで地層の速度は孔隙率に支配されているといわ

れている｡

反射面に関しては具体的にどのよう恋ときにあらわ

オτるかとレ､うと

1)速度層の串で相当大きい速度変化のあ欄た場合変化のお

ζつ花所で

2)凝豚岩層の発達

3)潅迦菱労蒲の謹1他など

で当然反射現象淋期待できると説明されている.

以上から反錆繭は岩質の変化に対麻するものとすれ

滅石狩層灘串瀦の優勢溶地層として下位から幌加州

1若鍋1赤軍の各層カ婁ありその他の地層は砂泥岩互

層を主とする地層からなるのでこの泥と砂泥岩互層の

移砂変る所は反射観象が期待出来るものと考える.そ

⑳結果赤単層あ美唄穏の境界付近若鍋層中の泥岩か

島砂砦熔移り変わる層準付近終反射現象淋期待できる

当携淑仙花､

逓擦地欝繊況

唄鷺鮒ζ鶯㌘)簑簑鴛資楓差付簑鯖

⑧観鰯作業率ζ⑳⑳⑮⑧⑫棚ま寧翻興嬢(椴)鑓俄)�
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歌恋内図幅地質断蔵図
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地質薮繭を地簸麟爾について

歌志内図幅串の地質断繭は音江山繭部測線1新城南

部測線のほぼ荻鰯南側ぽ側線ぽ平行に切られている.

東側(吉田派断層以東)の地域については地震断面図

と地質断面図と紀窪淡みとめられないが西側(乎岸断

層と奮禺択断層を悠はさまれる地域)では大構造はほと

ん淳よいが細部終め花ると問題渉指摘で慈る廿これら

の点は鋤震断面作成の際考慮しなければならない｡

w問題の整理

1)南北側線中央部の各速度層はその南北両側の速度

層より高い結果か出されている.ζの原剛こっい

て火成岩類の蓮入あるいはそ棚ζ伴う熱変質塞た

は基盤岩類の隆起匁ど秘推測されているがそれら

を確定する事割αぼしい｡詩

2)重力異常概査による結果は新城北部と芦別市街地

を中心とし花地域に低婁カ盆秘ある｡南北側線申

央部はζれら低重力鈷の閥のわずか紀高い所にあ

たる.この程1度⑳璽力差は基盤のゆるやかなた

かまりを意映する⑳では溶かろうか､

射現象のあらわれ鳶層準をして赤平層と美唄層お

の境界付近若鍋層のほぼ中間層準幌加別層を登

川層の携界付近の婁層準が推窟される箒ζれは

地質状況からの考察の差金騎層の落差を加瞭した場

合紀よく一致する､ζの場合登川層から夕張層

塞で秘5早0⑪O㎜/麟以上の地震波速度をもつこと

になる目

送)地質断面関と地震瞭繭図との差異について反射繭

の傾斜1騎層扱どの有無熔も関係するか宥炭を対

象とした調査の場合大書な問題となろう.

�

中央部の基盤が上昇している結果麦して速度秘遼

くなった&考免だ揚倉石狩層灘下部の地層の層厚

の変化梯重要ぬなる.登川属および幌カ興別綴の東

西方向の変化は先にのべたとおりであるがこの

傾向は南から北に向っても同様な事実があり基

盤にオｰバｰラップしている所も観察されている.

本地域の地震探査結果速度罵についてかなりの変

化があり速度層と地質層序との明確抵対比潟よび地

質構造と地震構造との関係について不確定要素が多く

今後十分検討のすえ結輪を出す予定で捲る曲しかし

いずれぬせよ従来考えられて蜜た爽炭層の深度より

浅い結果か澄慈れている｡看狩炭田で主要炭層をもつ

美唄層についてその予想される深度は深く考え花場

合でも海水準下250～500鰍の所は次張層については

エ五⑩o⑪～五五3⑪⑪独の所紀携定慈れている串

この深度は現在の採炭技術からみてけっして採炭

不可能溶深度ではない.今後試錐恋とによって炭層

の詳細秘確認されれば末闘発原料炭囲として有望な地

域の五つ紅くわえられるであるう幸

(筆都ま燃料部石炭課)

3)地質層序終為ける層厚および岩質から判断して反�


